
 
 多職種紹介リレー

 第24回　多職種勉強会

 

多職種紹介リレーは、地域の専門職の方々にリレー形式で自己紹介をしていただ

いています。

14走目もお楽しみに！

8 /5（水）に「認知症と共に暮らす多職種連携 －早期発見と地域とのつなが

り－」をテーマに勉強会を開催しました。 今回も、オンライン開催で、103組の方々に

ご参加いただきました。

話題提供では、松阪市第一地域包括支援センター辻裕子氏、松阪市民生委員

児童委員協議会連合会小林正則氏、松阪市認知症初期集中支援チーム下岡

文代氏にご講義いただきました。事例提供、活動紹介、情報提供等ご紹介いただき

ました。今回のグループワークは、参加希望制とし、 45名にご参加いただきました。早

期発見、早期対応の大切さ、多職種連携の繋がり、重要性について学ぶ機となり

～参加者の方々の感想～ （アンケートより抜粋）

・多職種連携。よく言葉は聞くものの、実例に沿って考えるとやはり多くの職種がかかわることが、利用

者さんによりよいと改めて感じました。

・グループワークでの意見交換がとても勉強になりました。独居で認知症の方は意外と多いこと。やは

り服薬管理が問題になること。認知症予備軍のために予防の啓発も大事なこと。認知症の方やご

家族の方に安心感を持って頂けることがよいケアにつながること。多職種で意見交換することで、松

阪では認知症になっても支援次第で生活は安定するのではないかな・・と感じました。情報共有す

ることを心がけていきたいです。

・事例を通して、支援者の困り事や取組んでいる様子が良くわかり、参考になりました。

対応事例によって、今後、連絡や連携ができるように思いました。

第13走目

皆様はじめまして。ハートケアグループ メディケア・リハビリ訪問看護ステーション松阪

理学療法士の玉置透馬さんよりご紹介いただきました、公益社団法人 松阪地区医師会

ホームヘルパーステーション 管理者兼サービス提供責任者の稲垣拓馬と申します。

事業所の少し紹介をさせていただきます。松阪地区地区医師会は、大きく3つの事業を

行っており、その中の居宅介護部門の中で運営をしております。当ステーションは介護保険施

行と同じ時期2000年4月から事業を開始しております。郡市医師会は全国におよそ900あ

り、その中で「訪問介護」を行っている郡市医師会はおよそ39と医師会立という点では極めて

少ない事業となっております。

私は小中高とずっと野球をやっていました。高校3年生で進路を決める際に企業からのオ

ファーもありましたが、プロに行った同学年の選手を身近で見て、「私はこれでご飯は食べれな

い」と野球は諦め介護の道へ。1998年に三重介護福祉専門学校を卒業後、介護老人保

健施設で3年勤務し、2002年に松阪地区医師会へ入職。現在で24年目、管理者として

は15年目を迎えています。改めて考えると自分でもびっくりですね。

趣味はアウトドア、釣り、旅行ですが、今は趣味への時間は無に等しいです。「何かしたいな」

が本音ですが全て終えたら腹いっぱいやろうと決めています。それまでは、今の与えられている

立場や役職など出来ることを精一杯全うしようと考えております。この地域の後期高齢者の

方々が一人でも多く在宅で最期を迎えていただける様に私は願っておりますし、微力ながら

協力したいと考えておりますので、気軽にお声をおかけください。ホームヘルパーヘルパーステー

ションを含む、松阪地区医師会を今後もよろしくお願いいたします。

ました。たくさんの方にご参加いただき

ありがとうございました。

アンケートもご協力いただきありがとう

ございました。次回の勉強会は、R9.

冬頃を予定しています。



　

　

　

　　　　　　　　　　

松阪地域 在宅医療・介護連携拠点の活動について 連携拠点からのお知らせ
 

令和2年に作成されました『松阪地域高齢者施設における救急対

応マニュアル作成のためのガイドライン』を昨年更新を行いました。ガ

イドラインは、高齢者施設から救急搬送された際、救急隊や医療

機関へ必要な情報をスムーズに共有できるようにするとともに、関係

機関相互の連携強化を図ることを目的に作成されました。松阪市

ホームページ、すずの輪に入力変更可能なデータがあります。ご活

用ください。

松阪地域 在宅医療･介護連携拠点

〒515-0076 松阪市白粉町363番地

（松阪地区医師会館1階）

TEL:0598-25-3070 FAX:0598-25-3071

メール:ks-shien@city.matsusaka.mie.jp

◇月～金 9:30～16:00◇

（祝日・年末年始を除く)

連携拠点のお仕事についてご紹介します！

2018年4月、地域の在宅医療・介護を支える専門職の方々を支援

する目的で開設されました。

４つの柱を中心に活動しています。

〇在宅医療・介護連携に関する相談支援

〇情報共有の支援

〇地域の医療・介護の資源の把握

〇医療・介護関係者の研修
掲載場所 情報共有システム 「すずの輪」

トップページ＞コミュニティ＞★松阪地域 在宅医療･介護連携拠点さん ＞ 松阪地域高齢者

施設における救急対応マニュアル作成のためのガイドライン

松阪市ホームページ

トップページ>健康福祉医療＞高齢者福祉>医療や介護の専門職の方へ＞松阪地域高齢者

施設における救急対応マニュアル作成のためのガイドライン

松阪市役所健康福祉総務課の保健師の村林 万穂（むらばやし

まほ）です。

医療・介護に関わる皆さまとのつながりを大切にしながら、よりよい在宅

医療・介護の連携を考えていきたいと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。

高齢者施設における救急対応マニュアル作成のためのガイドラインを更新しました

地域の医療や介護に関する資源の把握を行い、マップやリストを作成しています。

すずの輪に掲載しています。

あとがき

高齢者施設における救急対応マニュアル作

成のためのガイドラインについて、すでに施設

様独自のマニュアルを作成・運用されている

場合は、現在のものを継続し活用いただいて

問題ありません。この機会に改めて施設内の

救急対応体制について見直しをしていただけ

れば幸いです。

地域の医療・介護の資源の把握

参考 情報共有システム 「すずの輪」

トップページ＞コミュニティ＞★松阪地域 在宅医療･介護連携拠点さん

＞資源リスト・地図

「高齢者の住まい」

に関する情報一覧 医療機関リスト 事業所マップ

こんなリストがあると便利、こんな情報がほしいといった要望が

ありましたら連携拠点までお寄せください。他にも、リストやマップを

掲載しています。業務にご活用ください。

今年度、情報共有システム『すずの輪』の勉強会を開催予定

日時や内容などの詳細につきましては、決まり次第、「すずの輪」に掲載いたします。

★4月より職員がかわりました。


